
2022年度 秋 要望調査票
青年海外協力隊 / 海外協力隊 / 日系社会青年海外協力隊 / 日系社会海外協力隊

要請番号（JL13022B14）

 

国名 職種コード 職種 年齢制限 活動形態 区分 派遣期間 派遣隊次

トンガ G102 環境教育 個別 新規 2年 ・2023/2 ・2023/3 ・
2023/4 ・2024/1

【配属機関概要】

1）受入省庁名（日本語）

公営企業省

2）配属機関名（日本語）

廃棄物公社

3）任地（ マタトア ） JICA事務所の所在地（ ヌクアロファ ）

任地からJICA事務所までの交通手段、所要時間（ 自転車 で 約 0.5 時間 ）

4）配属機関の規模・事業内容

廃棄物公社は廃棄物管理法(WM法)に基づき、2015年に設立。商業・産業・住宅廃棄物の収集、廃棄物処理場の管理な
どを行っている。また、リサイクルの促進、廃棄物に対する国民の意識向上にも取り組んでいる。2021年にはトンガタ
プ島のセカンダリースクールの学生を対象としたゴミを利用したリサイクルコンペティションを開催した。職員数は事
務所職員・ゴミ収集人含め95名。ゴミ収集車はトンガタプ島で8台稼働中。これまで、日本大使館の草の根支援、JICA
の技術協力など海外からの支援を受けている。年間予算は約1億5000万円。

【要請概要】
1）要請理由・背景

トンガでは生活の近代化に伴いゴミ問題が深刻化していたが、廃棄物公社はJICAと「大洋州地域廃棄物管理改善支援プ
ロジェクト(J-PRISM)」を実施し、ゴミを取り巻く状況は徐々に改善しつつある。廃棄物公社は近年はリサイクルコンペ
ティションの開催、教育を目的としたリサイクルセンターの開設など学校や若年層への環境教育を行うことで3Rの促進、
ゴミの分別収集など啓発活動を行っていきたいと考えている。センターを利用したスクールプログラムの計画、コミュ
ニティや学校を巡回した環境教育の実施を検討しており、外部からの助言や支援を必要としているため、JICA海外協力
隊の派遣要請となった。

2）予定されている活動内容（以下を踏まえ、隊員の経験をもとに関係者と協議して計画を立て、柔軟に内容を変更しな
がら活動を進めます）

同僚と協力しながら以下の活動を行う。
1.リサイクルセンターを利用したスクールプログラムの計画実行への支援
2.コミュニティへのゴミの分別、リサイクルの啓発活動
3.トンガタプ島の学校を巡回し環境教育の実施、支援

3）隊員が使用する機材の機種名・型式、設備等

執務スペース、PC、プリンター、コピー機、インターネット

4）配属先同僚及び活動対象者

配属先職員:事務所職員・ゴミ回収スタッフ 計95名 18-60代、男女
環境教育担当:3名、20-40代 男女

活動対象者:トンガタプ島のセカンダリースクールの生徒、コミュニティの参加者

募集終了

https://www.jica.go.jp/volunteer/


5）活動使用言語

英語

6）生活使用言語

その他

7）選考指定言語

英語(レベル:D)

【資格条件等】
[免許]：（　　　　）

[性別]：（　　　　）　備考：

[学歴]：（　　　　）　備考：

[経験]：（実務経験）3年以上　備考：即戦力が求められ
るため

[汎用経験]：

　・青少年を対象とした活動経験

　・コンポスト、一般家庭ゴミ等の啓発活動経験

任地での乗物利用の必要性

不要

【地域概況】
[気候]：（熱帯雨林気候）　気温：（15～33℃位）

[通信]：（インターネット可　　電話可）

[電気]：（安定）

[水道]：（安定）

【特記事項】
派遣前訓練では英語を学習するが、活動は現地語で行う場合もある。現地語は、トンガ派遣後の現地語学訓練で約4週間
学習する。

COPYRIGHT(C)1995-2015 JAPAN INTERNATIONAL COOPERATION AGENCY. ALL RIGHTS RESERVED.


